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The Viewpoint for Continuing Education among
Two-Year-Experienced Nurses and Clinical Educator





【結果】２年目看護師の学習意欲・関心に影響を与える因子として､ ２年目の不安 (社会的立場・能力・自己の捉え) ・
学習意欲と研修への参加の項目が高かった｡ さらに､ ２年目看護師の不安分類での比較では､ ｢プリセプターシップ終了
への不安｣ ｢所属部署での役割の拡大への不安｣ 項目において､ 平均の差で有意差があった (ｐ＜0.005)｡
教育担当者は ｢所属部署での役割拡大への期待｣､ ｢専門的知識の習得への期待｣ 項目が高かった｡ また､ ２年目看護
師のプリセプターシップ終了後の学習環境が整っていないと評価した｡
【結論】２年目看護師の継続教育のあり方に関して､ １. 看護観を育成すること､ ２. 不安に向き合い､ 学習が継続で
きる環境の整備､ ３. 勉強会の開催とその方法､ ４. 教育担当者のあり方､ 以上の５つの認識の必要性が示唆された｡
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Object：The purpose of the study is to obtain suggestions to support notice about“ideal continuing education
for two-year-experienced nurses" owing to examine the factors that impede or facilitate adaptation in the
clinical as a two-year-experienced nurse.
Methods：It analysed 72 two-year-experienced nurses and fifteen education staff of two-year-experienced
nurses by the questionnaire that consists of learning, such as anxiety and expectation.
Result：Higher factors affecting the motivation and the interest of learning on the second-year nurses were
anxiety: the social position, competency and perception of themselves, to participate in the training and
motivation for learning. Furthermore, in the item“anxiety to the expansion of the role in the department,"
“fear of the end Preceptor ship", there was a significant difference in the comparison of the classification
of anxiety in the second-year nurses (p＜0.005). In addition, clinical educators have higher items to the
second-year nurses“Expectations for the acquisition of professional knowledge",“expected to expand role in
the department.
Conclusion：The study finds that the nature of continuing education of the second-year nurses has five
recognising points of view：１. Foster a sense of nursing：２. Facing anxiety and environment improved in
which learning can be continued, ３. Holding study sessions, ４. Being a clinical educator.
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自記式質問紙調査 (郵送法) で､ 2007年７月
～８月で実施した｡
	
(１) 基本的属性：性別､ 年齢､ 最終看護系
卒業学校､ 所属部署､(２) 不安： ｢社会的立場
としての不安｣ (７項) ､ ｢能力に対する不安｣










(１) 基本的属性：性別､ 年齢､ 最終看護系
卒業学校､ 所属部署､ 看護師経験年数､ 教育担



































































う群は39名 (54％) ､ 院内の勉強会・研修に
参加していると答えた人は49名 (68％) だっ
た｡ さらに学習の習得に効果があると答えた







不安ありは54名 (75％) で､ ２年目看護師と
いう立場の変化へのプレッシャー不安ありは
67名 (93％)､ さらに､ 新人看護師の対応へ

































り､ ｢強不安群｣ 30名､ ｢中不安群｣ 34名と｢小
不安群｣７名に分類し比較した (表１) ｡ ｢強不
安群｣ とは９項について｢不安あり｣｢少し不安｣
を選択した者､ ｢中不安群｣ とは８－６項につ


























中 .0214＊ 0.38519 1.00 -0.9224 0.9653
弱 -0.6389 0.59422 0.858 -2.095 0.8172
中
強 .02144＊ 0.38519 1.00 -0.9653 0.9224
中
弱 -0.6603 0.5886 0.797 -2.1026 0.782
弱
強 0.6389 0.59422 0.858 -0.8172 2.095





中 0.3634 0.44004 1.00 -0.7149 1.4417
弱 .01744＊ 0.67883 1.00 -1.646 1.6808
中
強 0.3634 0.44004 1.00 -1.4417 0.7149
中
弱 -0.346 0.67241 1.00 -1.9937 1.3016
弱
強 -.01744＊ 0.67883 1.00 -1.6808 1.646





中 -.04464＊ 0.76316 1.16616 -1.9147 1.8254
弱 -1.4097 1.17729 0.705 -4.2945 1.4751
中
強 .04464＊ 0.76316 1.00 -1.8254 1.9147
中
弱 -1.3651 1.16616 0.737 -4.2226 1.4925
弱
強 1.4097 1.17729 0.705 -1.4751 4.2945

















て ｢自己学習が進んでいるか｣ 項目で､ 強不安
群と中不安群の平均値の差において有意差があ






































(無回答１名) ｡ 役職者は９名で､ うち１名が







者は14名 (93％) であった｡ ２年目看護師に対
しての期待において､ 新人看護師に先輩として




































































































































































































ていく過程 ｢対処 (コーピング) ｣ について提
唱している｡ 特に､ ストレスフルな状態で､ さ



























































と考えられる｡ 奥田12)は ｢学習というのは､ 『興
味・関心』 『意欲・態度』 というのが入り口で
あり､ 子供が問題に取り組んでいったときに､
学習活動としては 『調べること』 とか 『探すこ





ければならない｡ … (中略) …要するに､ 考
えたり判断したりすることを､ ある程度表現す
るか､ あるいは行動に移していくことが 『プロ
セス』 だと思う｡ そういうことを通して､ ある
事項についての知識を得､ 理解をする｡ あるい
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